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Ⅰ 令和2年度における主な取組の内容

水道事業、電気事業の「経営計画」の２年度目として、計画に掲げ
る目標達成に向けて、施設の耐震化や⽼朽化対策を計画的に進め、水
道と電⼒の安定供給を図るとともに、水道スマートメーター等の新技
術導入に向けた研究や、再生可能エネルギーの地産地消等にも積極的
に取り組みました。

神奈川県営電気事業
経営計画

R01〜R05

神奈川県営水道事業
経営計画

R01〜R05

1

神奈川県企業庁
経営方針

H26〜R05



１ 水 道 事 業 会 計
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１ 水道事業 ＜主要施策体系図＞
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１ 水道事業 ＜主要施策体系図＞
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１ 水道事業 ＜主要施策体系図＞
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年間の管路更新率を計画期間内に１％以上に引き上げ、
100年以上の耐久性が期待できる耐震継⼿管を使⽤して、
⽼朽化が進む管路の更新と耐震化を推進する。

●

管路更新に当たり、新たに布設
する水道管は、東日本大震災ク
ラス（震度７）への耐震性があ
るとされている「耐震継⼿管」
であるため、管路を更新するこ
とで耐震化も併せて図られる。
(７、10ページ参照)

目標1％以上

（１）中⻑期的視点に⽴った水道システムの再構築及び維持管理等

事業内容

取組状況（年間の管路更新率）

R２目標0.72％

管路更新推進事業
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管路更新推進事業の状況 | 写真

耐震継⼿管は、水道管と水道管をつなぐ「継⼿」部分が鎖構造になってお
り、管が伸び縮みしながら、揺れを吸収するとともに、突部構造により水
道管の抜け出しを防ぐことのできる離脱防⽌機能付きの水道管である。

平塚１号基幹管路更新⼯事 耐震継⼿管埋設⼯の様子

耐震継⼿管

（１）中⻑期的視点に⽴った水道システムの再構築及び維持管理等
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配水池や小規模水源の統廃合を推進するほか、県内の水道
事業者との広域的な連携に取り組む。

●
事業内容

●

取組状況
配水池の統廃合として、計画目標５箇所のうち、令
和２年度は１箇所の配水池を廃⽌した。
神奈川県、横浜市、川崎市、横須賀市及び神奈川県
内広域水道企業団の５事業者が連携し、各事業者の
枠組を越えた水道システムの再構築に向けて継続し
て検討を進めている。

●令和元年11 ⽉に水道事業、河川⾏政に関する有識
者を交えた「これからの時代に相応しい水道シス
テムの構築に向けた検討会」を設置し、再構築を
進める上での課題の整理と解決策について議論し、
令和３年３⽉にその内容を取りまとめた。

（１）中⻑期的視点に⽴った水道システムの再構築及び維持管理等

水道システムの再構築に向けた検討

●

●５事業者は、検討会での有識者の意⾒を踏まえ、水
道システムの再構築の方向性や、上流取水の優先利
⽤、災害・事故時のバックアップ強化などの視点か
ら、５事業者全体で８浄水場への再編が、現時点で
最適な施設配置であることを確認した。

５事業者が目指す水道システムの再構築



（３）水道における新技術の活用
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令和２年度事業費｜7,150千円

水道スマートメーター実用化検討調査事業

水道スマートメーターの実⽤化に向け
て、他水道事業者と情報交換を⾏うと
ともに、令和２年度に経済産業省が主
催する「共同検針インターフェース会
議」に参画し、電気やガスとの共同検
針について検討を開始した。

●
●

取組状況

●

ICT、AIなど次世代技術の活用

ＡＩ等を⽤いた「電気・機械設備の故
障・劣化診断技術」に係る⺠間企業と
の共同研究を、令和２年度に⾕ケ原浄
水場において開始した。

取組状況
令和２年度事業費｜－ 千円●

水道スマートメーターの実⽤化に向けた検討や、センサー・
ＡＩ等を使った設備の維持管理技術の研究等を⾏う。

●
事業内容（水道における新技術の活用）

導入のイメージ図
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浄水場や配水池、重要給水施設への供給管路等の耐震化を進める。
事業内容

災害協⼒病院への供給管路の耐震化

水道施設耐震化事業
（４）災害等に強い水道づくり

取組状況
●

⽼朽管等を震度６弱程
度までの地震に耐えら
れる地震に強い管路に
更新する。
令和５年度までに地震
に強い管路の割合を
78.4％まで向上させる。
(R2実績 77.1％）

●

●⽼朽管等の更新
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水道施設耐震化事業の状況 | 写真

上今泉配水池（海⽼名市）内部の柱
の鉄筋を探査している様子

（４）災害等に強い水道づくり

上今泉配水池（海⽼名市）内部の柱
に鉄筋を挿入して補強している様子



（４）災害等に強い水道づくり
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令和２年度事業費｜141,985千円●
●

取組状況

寒川浄水場浸水対策事業

相模川や目久尻川の氾濫に備えた寒川浄水場
の浸水対策第１段階として、敷地外周フェン
ス基礎の嵩上げ等を令和２年度に完了した。

取組状況
令和２年度事業費｜123,386千円●

水道施設停電対策事業

浄水場の⽕⼭対策、浸水対策やポンプ所の停電対策を⾏うほか、他事
業者との災害訓練の充実や水道施設の保安対策の強化を図る。

●
事業内容（危機管理体制の充実）

●

寒川浄水場全景

移動電源⾞と接続盤

揚水ポンプ所の停電対策として、令和２年度に
移動電源⾞及び可搬型ディーゼル発電機を配備
したほか、鳥屋浄水場に非常⽤発電設備を設置
した。

浮上式⽌水板



（6）お客さまの信頼の向上
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令和２年度事業費｜3,499千円

LINE等を活用した電子申請

県営水道の使⽤開始・休⽌⼿続きにつ
いて、ＬＩＮＥ等を活⽤した電子申請
の受付を令和元年12 ⽉から開始した。

●
●

取組状況
給水装置工事申請状況閲覧システムの構築

給水装置⼯事申請に係る審査の進捗状況
をインターネットで確認できるシステム
を構築し、令和３年５⽉から運⽤を開始
した。

取組状況
令和２年度事業費｜40,106千円●

新たなお客さまサービスとしてＩＣＴを活⽤した新たなサービスや、
コンビニエンスストアでの支払拡大等に取り組む。

事業内容（お客さまのニーズを踏まえた事業運営）
●

●

引越れんらく帳

LINEから申込み

インターネットから申込み

神奈川県企業庁LINE公式アカウント



（6）お客さまの信頼の向上
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神奈川県営水道緊急ダイヤルの開設

「神奈川県営水道緊急ダイヤル」を令
和２年10 ⽉に開設し、夜間休日の漏水
受付窓口を一元化した。

●
取組状況

ウォーターサーバーの設置

上下水道料⾦のキャッシュレス支払方法
として、令和３年１⽉に「ファミペイ」
を追加導入した。

取組状況

事業内容（お客さまのニーズを踏まえた事業運営）

●

支払方法の拡大

上下水道料⾦のキャッシュレス支払方法

モバイルレジ
H27.4〜

※ラインペイ
H30.8〜

※国認可の水道事業者と
して全国初の取組

ファミペイ
R3.1〜

取組状況
● 水道水のPRとプラごみ削減を進めるた

め、企業庁と鎌倉市が連携して鎌倉駅
⻄口駅前広場にウォーターステーショ
ンを設置した。

ウォーターステーションのデザインは学校法人岩
崎学園横浜デジタルアーツ専門学校の学生が製作



２ 電 気 事 業 会 計

15



２ 電気事業 ＜主要施策体系図＞

16



17

●
● 相模ダムを将来にわたり健全に保ち、ダムの機能を維持するため、

事業計画に基づき、⽼朽化したダムのゲート等の取替えや、ダム直
下流の洗堀された河床等の保護を⾏う設計業務等を実施する。

事業内容

取組状況
●

（１）施設の適切な維持管理と整備

相模ダムリニューアル事業図

事業スケジュール
・調査及び設備⼯事 | R元〜R５年度
・下流施設⼯事 | R６〜R10年度
・放流施設⼯事 | R９〜R20年度

相模ダムリニューアル事業

ダムの放流設備及び下流施設の形状、
配置等を決定するための水理模型実
験や概略設計を令和元年度から令和
２年度に実施した。

令和２年度事業費｜201,909千円

ダム下流施設等の施⼯に必要な⼯事
⽤道路の⽤地を令和元年度に取得し
たほか、⼯事の支障となる送電線の
移設ルートを、令和２年度に東京電
⼒パワーグリッド株式会社と協議し
決定した。

●
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令和２年度事業費｜1,375,726千円●
● 上流域の災害防⽌と、県⺠の大切な「水がめ」としての機能を確

保するため、相模貯水池に堆積した土砂（堆砂）を除去し、しゅ
んせつした土砂の有効活⽤を図る。

事業内容

取組状況

約16万1千㎥の土砂のしゅんせつ
を実施した。

●

●

しゅんせつの様子

相模貯水池堆砂対策事業
（１）施設の適切な維持管理と整備

令和２年度から令和11 年度まで
の10 年間を計画期間とした「相
模貯水池堆砂対策事業計画」を
新たに策定した。
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令和２年度事業費｜210,267千円●

● 水素エネルギー利⽤の動向を⾒据え、県営電気事業と
して事業化の可能性も含め、設備の運⽤や維持管理に
関するノウハウの習得を図るとともに、水素エネル
ギーとしての利⽤方法について研究する。

事業内容

取組状況
既設の城⼭ソーラーガーデンで
発電した電気を水素に変換する
ための「水素エネルギー供給設
備」の設置を令和２年度に完了
し、隣接する相模川発電管理事
務所での運⽤を開始した。

●

水素エネルギー供給設備
(設置場所︓相模川発電管理事務所駐⾞場内)

水素エネルギー利用の技術的研究
（2）再生可能エネルギー普及の推進
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● 再生可能エネルギーで発電した電⼒の地産地消の取組を進
める。

事業内容（地産地消の推進）

取組状況
固定価格買取制度の対象となっている早⼾川
発電所、愛川太陽光発電所及び⾕ヶ原太陽光
発電所で発電した電気について、県内の小売
電気事業者との令和４年度までのパートナー
契約に基づき、地産地消に活⽤している。

●

●

「アクアdeパワーかながわ」事業スキーム

（2）再生可能エネルギー普及の推進

県と企業庁、東京電⼒エナジーパートナー
株式会社で「アクアde パワーかながわ」に
係る協定を令和元年12 ⽉に締結し、企業庁
の発電した電気の環境価値を活⽤した事業
スキームを構築した。

※令和３年４⽉１日より３者、
令和３年６⽉１日より１者へ供給を開始

● 令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、申込者数は※０者であっ
た。
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● ダムの貯水状況や放流情報等の県⺠に役⽴つ情報を充
実してわかりやすく提供するとともに、ダムや発電所
に親しみを持ってもらうため、積極的な広報を⾏うほ
か、ダム等を観光資源として活⽤した取組を進める。

事業内容

取組状況

（3）県⺠から信頼される事業運営

●

開かれたダム・発電所を目指した取組み

令和２年度から、相模ダムリニュー
アル事業の進捗状況の情報発信を
ホームページで⾏っている。

ホームページ抜粋



３ 公営企業資⾦等運用事業
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地域振興施設等整備事業

※令和３年度から寒川町営さむかわ庭球場整備事業を開始

１ ⼭北町洒水の滝遊歩道整備事業（令和３年度末完成予定）｜ 90,888千円

小・中学校に給食を提供する給食センターの整備について、寒川町
が実施する基本・実施設計に対し、令和２年度は、技術協⼒を実施
した。

⽼朽化により平成25年度から休⽌中の寒川町営プール施設につい
て、町の要請を受け、再整備を⾏う。令和２年度は、リニューアル
⼯事を実施した。

学校給食センター完成イメージ図

企業庁の資⾦・技術⼒を活⽤し、市町村からの整備要請に基づいて地域振興に資する施設を整備し、有償で譲渡する。

３ 寒川町学校給食センター整備事業（令和４年度末完成、令和５年９⽉開業予定）｜ - 千円

２ 寒川町営プール整備事業（令和３年夏季オープン）｜ 396,268千円

寒川町営プール

⼭北町が計画する洒水の滝遊歩道整備事業について、町の要請を受
け、周辺施設の整備を⾏う。令和２年度は、新たな遊歩道の整備及
び周辺の落⽯対策⼯事等を実施した。
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ドローン活用強化事業

●
● 令和２年度事業費｜3,656千円

企業庁では、これまでドローンをダムの点検等に試⾏的に活⽤し
てきたが、⾃動操縦機能などの最新機能を搭載した機種に更新し、
企業庁が管理する全てのダムの点検や災害対応等に本格的に活⽤
するほか、水道施設の点検等にも試⾏的に活⽤するとともに、操
縦研修を実施するなどの操縦人材育成に取り組む。

３ 公営企業資⾦等運用事業

事業内容

取組状況

操縦研修を実施し、人材育成に取り
組んだ。

●

ドローンで撮影した県営林道⽞倉線崩落現場

ドローンを活⽤し、令和元年東日本
台風で被害を受けたダム施設や湖岸
崩落等の被災状況の確認や水道施設
点検での活⽤に向けた検証を⾏った。

●

令和２年度
国土交通省 無人航空機の⾶⾏許可承認者数 13名
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新型コロナウイルス感染症への対策（水道料⾦関係）
経済的負担の軽減と、減額相当の水量で⼿洗い等の徹底の支援を目
的とした新型コロナウイルス感染症対策として、令和２年５⽉から
県営水道料⾦を一律10％、４か⽉間減額した。

●

参考

新型コロナウイルス感染症の影響により上下水道料⾦の支払いが困
難になった方については、支払いを猶予した。

県営水道の給水区域図 水道料⾦減額の内容

●



Ⅱ 令和２年度公営企業会計決算額総括表
(単位︓百万円)

（注１）収入決算額、支出決算額は税込みであり、収入決算額から支出決算額を差し引いた額は当年度損益と一致しない。
（注２）表及びグラフ等の数字は、端数切捨のため、合計額には一致しない箇所がある（次⾴以降同様）。
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（参考）公営企業会計の仕組み

収入 支出

収益的収支

収入 支出

資本的収支（損益勘定留保資金）

料⾦収入等

経常経費

減価償却費等

当年度純利益

支払利息

その他収入

当年度留保資⾦

過年度留保資⾦

※現⾦の支出を
伴わない経費

企業債

⻑期借入⾦

補塡財源

建設改良費

元⾦償還⾦

（積立金）

減債積⽴⾦

建設改良積⽴⾦

利益処分 資本的収支では、建設改良費等の支出
(②)が、借入⾦等の収入(①)を上回る
が、不⾜する資⾦は、補塡財源により賄
われる。

補塡財源として使⽤できる主なものは、
以下の通りである。
・減価償却費等の現⾦支出を必要としな
い支出を計上することにより企業内に留
保された資⾦（損益勘定留保資⾦）
・収益的収支で生じた利益を利益処分し
た積⽴⾦

①

②

公営企業会計では、収入及び支出を以下
の通り区分して期間損益計算を明らかに
している。
１収益的収支（損益勘定）

・当年度の損益取引
２資本的収支（資本勘定）

・建設改良費等の投下資本の増減
に関する取引

26



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

水 道 事 業 会 計

27



１ 決算の概要
＜収益的収支＞

水道事業会計

28

（単位︓百万円）



１ 決算の概要
＜収益的収支＞

水道事業会計

29



１ 決算の概要
＜資本的収支＞

水道事業会計

30

（単位︓百万円）



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（１）損益計算書グラフ

31

営業収益 営業費⽤

営業外費⽤
営業外収益

収益
(531.7億円)

費⽤
（497.5億円)

純利益 34.2億円

490.7億円

19.6億円

受水費
減価償却費
職員費 等

477.5億円

38.4億円

水道料⾦収入 等

水道利⽤加入⾦ 等
支払利息 等

減損損失

特別利益 2.5億円
固定資産売却益 等 特別損失 0.3億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（２）当年度損益の推移

32

億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（３）剰余⾦の処分

＜剰余⾦の処分案＞＜当年度未処分利益剰余⾦＞

33

当年度未処分利益剰余⾦

前年度繰越利益剰余⾦
翌年度繰越利益剰余⾦

減債積⽴⾦

0.9億円

34.2億円

1億円

1.7億円

32.4億円

（単位︓百万円）

当年度純利益

その他未処分利
益剰余⾦変動額

63.5億円

建設改良積⽴⾦

資本⾦への組入
63.5億円

（単位︓百万円）

剰余⾦の処分案



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（４）水道料⾦収入

＜水道料⾦収入の前年度⽐較＞

※⾦額には消費税等相当額を含む。 34

年度 構成⽐ 構成⽐ 前年対⽐
区分 (％) (％) (A)/(B)(％)

12市６町 - 12市６町 - -

1,372,807 ⼾ - 1,359,322 ⼾ - 13,485 ⼾ 101.0

2,833,291 人 - 2,826,838 人 - 6,453 人 100.2

309,480,580 ㎥ - 303,032,693 ㎥ - 6,447,887 ㎥ 102.1

50,377,340 千円 100.0 51,575,327 千円 100.0 △1,197,987 千円 97.7

45,811,254 - 47,460,611 - △1,649,357 96.5

家 事 ⽤ 35,334,340 千円 70.1 33,946,129 千円 65.8 1,388,210 千円 104.1

業 務 ⽤ 13,792,596 27.4 16,398,911 31.8 △2,606,315 84.1

 営 業 ⽤ (7,808,660) (15.5) (9,230,319) (17.9) (△ 1,421,659) (84.6)

 公 共 ⽤ (1,924,451) (3.8) (2,466,688) (4.8) (△ 542,236) (78.0)

 ⼯ 業 ⽤ (4,059,484) (8.1) (4,701,903) (9.1) (△ 642,419) (86.3)

浴 場 ⽤ 14,067 0.1 38,124 0.1 △24,056 36.9

 浴 場 ⽤ (3,551) (0.0) (3,437) (0.0) (114) (103.3)

 プール⽤ (10,515) (0.0) (34,686) (0.1) (△ 24,170) (30.3)

一 時 ⽤ 268,832 0.5 237,936 0.5 30,895 113.0

分    水 967,503 1.9 954,225 1.8 13,278 101.4

水 道 料 ⾦
( 税 抜 )

使
⽤
区
分
（
税
込
）

給 水 区 域 -

給 水 ⼾ 数

給 水 人 口

有 収 水 量
水 道 料 ⾦
( 税 込 )

令和２年度 令和元年度 ⽐ 較 増 減
(A) (B) (A)－(B)



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
＜水道料⾦収入（税抜き）と有収水量の推移＞

35

億円
億㎥10%減額の影響約15億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
＜参考＞家事⽤・⼯業⽤の１⼾１か⽉使⽤水量と給水⼾数の推移

36

＜家事⽤＞ ＜⼯業⽤＞
㎥

万⼾ ㎥ ⼾



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（５）水道料⾦の免除の状況

免除の概要
令和２年４⽉１日から令和３年３⽉31日までの間に督促から５年を経過し、

かつ債務者の所在不明等により納入⾒込みのない水道料⾦について、神奈川県
県営上水道条例に基づき免除する。

件数及び⾦額の合計額
13,479件、35,825,532円（令和元年度 12,525件、33,562,887円）

免除の内訳
理由別内訳
・債務者の所在不明

13,385件 35,223,548円
・債務者の破産

94件 601,984円
用途別内訳
・家事⽤

12,892件 30,032,453円
・業務⽤他

587件 5,793,079円

⾦ 額 帯 件数

500,001円以上 0件

100,001円以上 500,000円以下 20件

10,001円以上 100,000円以下 311件

10,000円以下 13,148件

合計 13,479件

37



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（６）漏水率の推移

38

有収率
91.6％

＜漏水率の推移(％)＞
漏水率 4.4%

調定減額水量 0.3%
有効無収率 3.7%

＜送水量分析＞



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（７）貸借対照表グラフ

39

有形固定資産
3,108.7億円

投資その他の資産
707.5億円

流動資産 339.6億円
資産(4,166.7億円)

10.8億円
無形固定資産

固定負債
1,412.2億円

流動負債 297.2億円

繰延収益 407.6億円

資本⾦
1,725.4億円

負債・資本(4,166.7億円)

資本剰余⾦

利益剰余⾦

144.7億円

179.4億円

負債
2,117.1億円

資本
2,049.6億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（８）企業債・⻑期借入⾦残⾼の推移

40
※ ( ) 内は、令和２年度末の残⾼である。

1,552億円 1,521億円 1,475億円 1,478億円億円 1,473億円



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
（９）キャッシュフローグラフ

億円

41

34.6億円の減
△

△



２ グラフで⾒る決算書 水道事業会計
＜参考＞神奈川県営水道事業経営計画における財政収支⾒通しとの⽐較

42

（単位︓億円）



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

電 気 事 業 会 計

43



１ 決算の概要
＜収益的収支＞

電気事業会計

44

（単位︓百万円）



１ 決算の概要
＜収益的収支＞

電気事業会計

45



１ 決算の概要
＜資本的収支＞

電気事業会計

46

（単位︓百万円）



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（１）損益計算書グラフ

47

営業収益 営業費⽤

営業外費⽤
営業外収益

収益
(74.2億円)

費⽤
（67.2億円)

純利益 6.9億円

73.1億円

1.5億円

修繕費
減価償却費
職員費 等

65.7億円

1億円

水⼒発電事業収益 等

受託収益 等
支払利息 等

特別利益 2万円
引当⾦の戻入益



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（２）当年度損益の推移

48

億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（３）剰余⾦の処分

＜剰余⾦の処分案＞＜当年度未処分利益剰余⾦＞

49

当年度未処分利益剰余⾦

当年度純利益

前年度繰越
利益剰余⾦

建設改良積⽴⾦

10.7億円

6.9億円

10.8億円

３.5億円

その他未処分利
益剰余⾦変動額4.5億円

翌年度繰越
利益剰余⾦

資本⾦への組入

減債積⽴⾦

３.4億円

4.5億円

（単位︓百万円）（単位︓百万円）

剰余⾦の処分案



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計

＜水⼒発電電⼒料⾦収入（税抜き）と供給電⼒量の推移＞

50

（4）電⼒料⾦収入

億円 億kWh



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
＜太陽光発電電⼒料⾦収入（税抜き）と供給電⼒量の推移＞

51

億円 百万kWh



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（５）貸借対照表グラフ

52

電気事業固定資産
273.4億円

投資その他の資産
100.0億円

流動資産 208.7億円

資産(600.5億円)

18.1億円
固定資産仮勘定

固定負債 40.6億円
流動負債 32.7億円

資本⾦
401.1億円

負債・資本(600.5億円)

資本剰余⾦
1.9億円

負債
75.9億円

資本
524.5億円

利益剰余⾦
121.3億円

繰延収益
2.4億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（６）企業債残⾼の推移

注 （ ）内は、令和２年度末の残⾼である。
53

22億円

50億円

43億円

35億円

28億円

億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
（７）キャッシュフローグラフ

54

4.6億円の増
△

△

億円



２ グラフで⾒る決算書 電気事業会計
＜参考＞神奈川県営電気事業経営計画における財政収支⾒通しとの⽐較

55

（単位︓億円）



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

公 営 企 業 資 ⾦ 等
運 ⽤ 事 業 会 計

56



１ 決算の概要
＜収益的収支＞

公営企業資⾦等運⽤事業会計

57

（単位︓百万円）



１ 決算の概要
＜収益的収支＞

公営企業資⾦等運⽤事業会計

58



１ 決算の概要
＜資本的収支＞

59

公営企業資⾦等運⽤事業会計

（単位︓百万円）



２ グラフで⾒る決算書
（１）損益計算書グラフ

60

営業収益 営業費⽤

営業外費⽤
1.9億円

営業外収益
4.8億円

収益
(9.4億円)

費⽤
（6.3億円)

純利益 3.1億円

4.6億円 減価償却費
職員費 等

4.3億円

運⽤資⾦収益
運⽤資産収益 等

受取利息
共通管理費収入 等

委託費 等

特別利益 29万円
退職給付引当⾦戻入

公営企業資⾦等運⽤事業会計



２ グラフで⾒る決算書 公営企業資⾦等運⽤事業会計
（２）当年度損益の推移

61

億円



２ グラフで⾒る決算書
（３）剰余⾦の処分

＜剰余⾦の処分案＞＜当年度未処分利益剰余⾦＞

62
当年度未処分利益剰余⾦

当年度純利益

前年度繰越利益剰余⾦

1.3億円

1.7億円

3.1億円

翌年度繰越利益剰余⾦

利益積⽴⾦

他会計繰出⾦

公営企業資⾦等運⽤事業会計

（単位︓百万円） （単位︓百万円）

71万円 21万円

剰余⾦の処分案



２ グラフで⾒る決算書
（４）貸借対照表グラフ

63

有形固定資産
93.1億円

投資その他の資産
432.3億円

流動資産 191.2億円

資産(719.5億円)

2.8億円
無形固定資産

資本⾦
690.7億円

負債・資本(719.5億円)

資本剰余⾦
1.2億円

固定負債 1.5億円
流動負債 3.1億円
繰延収益 1.4億円

21.4億円

公営企業資⾦等運⽤事業会計

負債 6.1億円

利益剰余⾦

資本
713.4億円



２ グラフで⾒る決算書

64

公営企業資⾦等運⽤事業会計
（５）他会計への貸付

注 （ ）内は、令和２年度末の貸付残⾼である。

億円



-

２ グラフで⾒る決算書 公営企業資⾦等運⽤事業会計
（６）キャッシュフローグラフ

65

12.4億円の増

億円



Ⅲ 各事業会計の決算の状況

相模川総合開発共同事業会計
酒 匂 川 総 合 開 発 事 業 会 計

66



１ 決算の概要 酒匂川総合開発事業会計
相模川総合開発共同事業会計

（１）相模川総合開発共同事業会計

（２）酒匂川総合開発事業会計

ダム施設等の維持管理など経費全額を各事業者からの受託収入で賄っており、収入と支出が
同額であるため、当年度損益は生じない。

（単位︓百万円）

67

（単位︓百万円）



当初予算額 補正予算額 繰越等 合計
管路更新推進事業 14,710,305 0 2,157,032 16,867,337 13,289,126 2,974,496
電気機械設備等更新事業 2,102,093 0 172,120 2,274,213 936,977 800,334
寒川浄水場排水処理施設管理事業 889,943 0 0 889,943 879,402 0
漏水対策強化事業 218,933 0 0 218,933 180,380 0
寒川浄水場中央監視及び分散制御設
備更新事業

1,532,775 0 0 1,532,775 1,273,699 259,075

水道システムの再構築に向けた検討 12,761 0 0 12,761 4,688 0
水道料⾦関連業務委託事業 1,301,335 0 0 1,301,335 1,250,896 0
水道スマートメーター実⽤化検討調
査事業

7,150 0 0 7,150 7,150 0

水道施設耐震化事業（一部再掲） 15,325,923 0 2,157,032 17,482,955 13,564,338 3,066,986
応急給水体制整備促進事業 152,982 0 0 152,982 136,418 0
緊急遮断弁接合部補強事業 39,143 0 0 39,143 24,690 0
災害時の受援体制の強化 500 0 0 500 438 0
水道施設の保安対策事業 113,873 0 0 113,873 98,731 0
寒川浄水場浸水対策事業 161,799 0 0 161,799 141,985 0
水道施設停電対策事業 140,088 0 0 140,088 123,386 0
⾕ケ原浄水場薬品注入設備整備事業 96,885 0 0 96,885 0 91,069
災害⽤備蓄材整備事業 144,498 0 82,128 226,626 35,879 167,198
貯水槽水道適正管理推進事業 6,413 0 0 6,413 6,399 0

決算額 翌年度繰越額
予算額

事業名等会計名

水道事業会計

（参考）令和２年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表
（単位︓千円）

68
※ 繰越等︓前年度繰越額及び流⽤増減額を含む。次⾴以降同様。

※



（単位︓千円）

69

（参考）令和２年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表

当初予算額 補正予算額 繰越等 合計

鉛管対策事業 15,125 0 0 15,125 10,536 0

県営水道の新たなＰＲの展開 10,816 0 0 10,816 99 0

ＬＩＮＥ等を活⽤した電子申請 5,487 0 0 5,487 3,499 0

給水装置⼯事申請状況閲覧システム
の構築

38,522 0 1,584 40,106 40,106 0

箱根地区水道事業包括委託事業 1,104,328 0 0 1,104,328 1,055,153 0

障害福祉サービス事業所への水道
メーター分解作業業務委託事業

11,104 0 0 11,104 8,532 0

水道事業会計

会計名 事業名等
予算額

決算額 翌年度繰越額



（単位︓千円）

70

（参考）令和２年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表



（単位︓千円）

71

（参考）令和２年度の主要事業に係る予算・決算額対⽐表


